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微量 PCB 廃棄物の焼却処理具体化・年内に制度化結論 
 

 

 

 

    

      

〒336 -0015 埼玉県さいたま市南区大字太田窪 2051 番地 2 

TEL.048-887-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

「あなたの分析室Ｗｅｂシステム｣ 過去データから最新の分析結果、分析の進捗状況まで 

あなたのパソコンからいつでも好きなときにご確認いただけます。 

まずは、お問合せください。 

今すぐ、結果が知りたい！っと思った事ありませんか？ 業界初新サービス、しかも無料！ 

 
環境省は4月 5日、「微量 PCB混入廃重電機器の処理に関する専門委員会」の初会合を持ち、微量

PCB 混入廃重電機器の処理に必要な制度の検討が本格的に始まりました。 

審議の対象になる微量 PCB廃棄物は、トランス類だけで約 160 万台、保有者は大企業だけでなく町

工場や小さなビル管理者など広範囲にわたっているとされています。PCB 混入機器は、「特別管理廃

棄物」として 1100℃以上の高温焼却処理、または化学的プロセスによる分解方法が定められていま

す。この専門委員会では高コストの化学分解手法によらず、既存施設の利用を軸に、燃焼・分解処理

し、迅速かつ合理的に曝露の可能性を回避していくスキーム作りを検討しています。環境省では焼却

処理の安全性を評価するため、昨年から焼却実証試験を産廃処理施設で2回実施しており、昨年の試

験では「安全性に問題なし」との結論が示されています。今夏には第 3 回目が予定されており、小型

電気機器類を本体ごと焼却する手法を検討しています。 

その他の課題として、焼却処理のほか洗浄処理や測定法についても案が出ており、現行の判定基

準 0.5mg/kg を前提に対象機器が規制対象か否かを判定するための測定技術選定も検討事項となる

見通しです。 

 

当社ではトランス・コンデンサ、土壌、環境水中の PCB の分析を多検体、短納期で行っております。

詳しくは、当社環境分析部 金子(圭)、向江（フリーダイヤル 0120-01-2590 内線 268、322）まで

お気軽にお問い合わせください。 
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